
学校番号 209 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編現代文Ｂ （東京書籍） 

副教材等 
「3回書き込み式標準漢字演習」（東京法令出版） 

「読解を深める現代文単語 評論・小説」（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年次から引き続き、「現代文」の学力を養うことを目標にします。 

・近代以降の文章を読解し、ものの見方、考え方を深め、また、表現力を高めることを目指します。 

・評論、随想、小説、韻文のそれぞれについて、偏りがないよう留意して扱います。 

・副教材を用いて、現代文の読解に必要な素地――評論文における頻出テーマに関する知識・理解

など――を身につけることを求めます。 

 

２ 学習の到達目標 

・身の回りの言葉や自らの言語生活を考える。 

・あらゆる種類の文章を正確に理解する。 

・詩を通じ想像力を豊かにし、言葉に対する感性を磨く。 

・論理的な要素を持つ文章の読解方法を身につける。 

・小説を精読することで、想像力、共感性を育む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 話す・聞く能力 c: 書く能力 d:読む能力   e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化

に対する関心を深

め、国語を尊重し

てその向上を図ろ

うとする。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、

意図に応じた

適切な表現に

よる文章を書

き、自分の考

えをまとめ、

深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文

化及び、言葉の

特徴や決まり、

漢字などについ

て理解し、知識

を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認及

び分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

１
学
期 

評
論 

教材 

鷲田清一「思考の肺活量」 

○ ○   ○ a:「思考」のために必要な

「肺活量」とはどういうも

のか理解する。 

b:正解がない問題にはど

のようなものがあるか話

し合い、その結果を発表す

る。 

e:漢字、語句の意味 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

b：発表の評

価 

e:記述の点

検及び定期

考査 

１
学
期 

小
説 

教材 

村上春樹「カンガルー日和」 

○  ○  ○ a:全文を通読し、おもしろ

いと思ったところや印象

に残った表現などを確認

する。そのうえで、意味上

の段落に分け、それぞれの

段意を理解する。 

c:「保護されているの

ね？」の言葉の意味を捉え

て、母親の袋に入った赤ん

坊の光景がなぜ「すてきな

眺め」かを考える。 

e:漢字、語句の意味 

ａ :行動の

観察及び記

述の点検 

c:記述の点

検 

e:記述の点

検及び定期

考査 

１
学
期 

随
筆 

教材 

木内昇「分からないからお

もしろい」 

○ ○   ○ a:筆者が体験したことや

それをもとに考えたこと

を押さえながら、本文を通

読する。 

b:本文を読んで「働くこ

と」について考えたことを

話し合い、その結果を発表

する。 

e:漢字、語句の意味 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

b：発表の評

価 

e:記述の点

検及び定期

考査 



２
学
期 

小
説 

教材 

夏目漱石「こころ」 

○ ○  ○ ○ a:作者紹介などを参考に、

夏目漱石という小説家お

よび彼の作品について調

べ、予備知識を持つ。 

b:Ｋは「覚悟」という言葉

をどのような意味で使っ

たと思われるかを推測し、

話し合い、その結果を発表

する。 

「もっと早く死ぬべき」だ

ったというＫの「手紙」の

言葉の意味について各自

の意見を出し合い、話し合

う。その結果を発表する。 

d:場所・時などの変化に注

意して事の経緯をまとめ、

「私」とＫの性格や生き方

の違いについて考えて、ま

とめる。  

e: 漢字、語句の意味 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

b:発表の評

価 

d:記述の点

検及び定期

考査 

e:記述の点

検及び定期

考査 

２
学
期 

評
論 

教材 

若林幹夫「未来のありか」 

○ ○  ○ ○ a:「未来の事物」「未来の

時間」について考えたこと

を、具体的に挙げる。 

b:本文の内容を踏まえて、

「未来」について考えたこ

とを話し合う。 

d:「未来らしさを支えるも

の」について、論の展開と

構成を踏まえて、まとめ

る。 

e:漢字、語句の意味 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

b：行動の観

察  

d:記述の点

検及び定期

考査 

e:記述の点

検及び定期

考査 

１
学
期 

評
論 

教材 

茂木健一郎「最初のペンギ

ン」 

○   ○ ○ a:本文を通読し、初読の印

象を挙げる。 

d:「不確実な状況下」でど

う決断して行動するか、ま

た「存在することがあまり

にもあたりまえ」になった

ことの意味について考え、

「感情の技術を磨く」ため

の方法や「創造性を支え

る」ことについて各自の考

えをまとめる。 

e:漢字、語句の意味、文学

史 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

e:記述の点

検及び定期

考査 



２
学
期 

小
説 

教材 

横光利一「蠅」 

○  ○ ○ ○ a:「馭者」、「農婦」、「若

者と娘」、「母親と男の子」

「田舎紳士」について、そ

れぞれの境遇や気持ちを

まとめる。 

c:馬車が転落し、「蠅」が

飛び去る結末から読み取

れることを考え、書く。 

d:複数の観点に立ち、本作

を再読する。 

e:漢字、語句の意味 

ａ :行動の

観察及び記

述の点検 

c：記述の点

検 

d:記述の点

検及び定期

考査 

ｅ :記述の

点検及び定

期考査 

３
学
期 

小
説 

教材 

太宰治「葉桜と魔笛」 

○  ○ ○ ○ a:資料集などを用いて、作

者とさまざまな代表作を

確認する。 

c:語り手である老夫人に

関わる主要な出来事を、

「私」の年齢を軸として年

代順に整理する。 

d:「魔笛」を姉妹がどのよ

うに受け止めたのかを考

える。 

e:漢字、語句の意味 

a:行動の観

察及び記述

の点検 

c：行動の観

察及び記述

の点検 

d:記述の点

検及び定期

考査 

ｅ :記述の

点検及び定

期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  ｅ:知識･理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


